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表紙の写真（令和５年８月 29日 St.35） 

【左写真上】渦鞭毛藻 Prorocentrum micans（プロロセントラム ミカンス） 

Prorocentrum 属は種によって特徴的な形状を示し、P.micans は心臓形の細胞の先端に棘

状の突起を持っています。東京都内湾では春から夏にかけて赤潮優占種となることがありま

す。 

【左写真下】渦鞭毛藻 Gymnodinium mikimotoi（ギムノディニウム ミキモトイ） 

扁平な円形で縦横に溝があります。西日本でしばしば赤潮をもたらし、養殖魚に被害を与

える有害プランクトンとして有名です。東京都内湾では赤潮の第一優占種となることは珍し

く、令和５年度は６年ぶりに２度目の第一優占種となりました。 

【右写真下】ラフィド藻 Chattonella sp.（シャトネラ属の一種） 

わらじのような形状をしています。Gymnodinium mikimotoi と同様、西日本で頻繁に赤潮を

もたらす有害プランクトンです。東京都内湾では赤潮の第一優占種となったことはありませ

んでしたが、令和５年９月に沖合の St.22及び St.35で初めて第一優占種となりました。 
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令和５年度 赤潮発生状況 

 

赤潮の有無による水面の色の違い 

 

赤潮発生中（令和５年８月７日）       赤潮発生なし（令和６年１月 10 日） 

 

 

赤潮発生の仕組み 

 

東京湾には植物の栄養となる窒素やりんがたくさん溶け込んでいる。春から夏にかけて、気温が上がり日照時

間が長くなると、海水中の植物プランクトンが増殖する。プランクトンが異常に繁殖して海水の色が変わる現象を

「赤潮」と呼んでいる。赤潮になると、海水が濁り、有害なプランクトンが発生すれば魚や貝類に影響が出る。大

量に発生したプランクトンは死んで海底に堆積し、有機物の分解で酸素が消費されることで、生物が生きられな

い無酸素状態を作る大きな要因となる。  
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令和５年度の赤潮発生状況と気象データ 

 

最高
気温

赤
潮

降水量
最高
気温

降水量
最高
気温

降水量
最高
気温

降水量
最高
気温

降水量
最高
気温

降水量
最高
気温

赤
潮

降水量

1 23.3 0.0 22.5 1.0 26.2 0.0 27.8 13.5 33.2 12.5 33.4 0.0 29.9 0.0

2 19.0 0.0 23.0 0.0 23.8 168.5 31.7 2.5 34.7 0.0 34.9 0.0 27.1 0.0

3 18.4 0.0 23.4 0.0 24.0 92.5 32.2 0.0 35.0 0.0 34.6 3.5 27.3 0.0

4 21.0 0.0 25.7 0.0 27.5 0.0 30.6 1.0 36.7 0.0 30.3 34.0 23.1 15.0

5 21.8 0.0 26.6 0.0 29.8 0.0 28.7 0.0 35.9 0.0 34.8 0.0 26.4 0.0

6 23.4 0.0 27.9 0.0 25.1 3.0 33.4 13.0 34.8 4.0 33.4 0.5 25.8 0.0

7 21.3 11.5 22.3 43.5 29.6 5.5 34.2 0.0 34.9 0.0 30.0 0.5 25.0 0.0

8 21.1 3.5 16.6 30.5 28.7 1.0 30.9 0.0 35.9 1.0 25.2 107.5 21.8 0.0

9 17.7 0.0 20.6 0.0 22.2 24.0 33.0 0.0 31.8 8.0 29.6 1.0 16.9 40.0

10 21.6 0.0 25.0 0.0 26.0 0.0 36.5 0.0 34.4 0.0 33.0 0.0 26.6 13.0

11 25.0 0.0 23.4 9.0 22.8 16.5 34.3 0.0 35.0 0.0 32.9 0.0 24.3 0.0

12 24.5 0.0 21.9 0.0 22.5 12.5 37.5 0.0 35.5 0.0 32.0 0.0 24.1 0.0

13 21.3 0.0 18.1 5.0 29.4 1.0 30.3 0.0 32.9 48.5 33.4 0.0 23.4 0.0

14 22.5 0.0 21.2 3.0 25.8 3.5 30.5 0.0 32.9 22.5 32.7 0.0 23.4 0.0

15 18.0 33.0 18.1 15.5 24.1 6.0 32.9 0.0 32.8 14.5 32.8 10.5 16.9 43.5

16 24.5 13.5 27.5 0.0 30.7 1.5 35.3 0.0 32.2 4.5 31.7 0.0 25.8 0.0

17 20.3 1.0 31.6 0.0 30.9 0.0 36.2 0.0 34.5 0.0 32.9 0.0 25.2 0.0

18 21.0 0.0 32.2 0.0 31.1 0.0 37.5 0.0 34.6 0.0 33.3 0.0 24.4 0.0

19 24.9 0.0 24.5 12.0 27.7 0.0 33.9 0.0 35.7 0.0 33.5 0.0 25.4 0.0

20 26.0 0.0 22.8 4.0 27.0 0.0 32.6 0.0 35.3 0.0 32.3 6.0 27.1 0.0

21 26.8 0.0 26.3 0.0 27.2 0.0 31.6 0.0 34.8 0.0 29.5 2.0 22.5 0.0

22 18.4 0.0 29.4 0.0 22.6 5.0 33.4 0.0 32.1 10.5 29.4 59.5 20.2 0.0

23 20.5 0.0 17.2 14.0 24.9 0.5 33.4 0.0 34.1 2.0 24.3 4.0 23.0 0.0

24 16.0 0.0 23.9 0.0 29.5 0.0 35.7 0.0 34.1 0.0 26.8 0.0 24.0 0.0

25 19.1 0.0 23.8 0.0 30.9 0.0 36.6 0.0 34.4 0.0 27.7 0.0 22.2 30.5

26 19.7 23.5 24.9 0.0 30.4 0.0 37.7 0.0 33.4 3.5 29.7 0.0 23.4 0.0

27 23.8 0.0 26.7 0.0 29.6 0.0 36.9 0.0 32.4 1.0 30.2 0.0 23.4 0.0

28 24.1 0.0 25.8 0.0 32.3 0.0 36.2 0.0 34.6 0.0 33.2 0.0 21.4 0.0

29 23.8 1.0 21.3 18.5 33.8 3.0 35.7 0.0 35.0 0.0 28.9 0.0 20.8 5.0

30 22.0 3.0 26.3 0.0 30.5 3.0 36.6 0.0 34.6 0.0 28.5 0.0 22.3 0.0

31 22.2 3.0 36.1 0.0 34.1 0.0 20.9 0.0

月平均日最高気温・
月合計降水量(R5) 21.7 90.0 24.0 159.0 27.6 347.0 33.9 30.0 34.3 132.5 31.2 229.0 23.7 147.0

月平均日最高気温・
月合計降水量(平年) 19.4 133.7 23.6 139.7 26.1 167.8 29.9 156.2 31.3 154.7 27.5 224.9 22.0 234.8

※1　灰色の網掛けは水質測定調査及び赤潮調査日を示す。60㎜以上の降水量を青字、最高気温30℃以上を赤字、25℃以上をオレンジ色で示す。

※2　「平年」とは、1991～2020年の平均値を示す。

※3　赤潮優占プランクトンの凡例

　珪藻類　 Skeletonema costatum Chaetoceros  spp. Leptocylindrus danics

Thalassiosira spp. Thalassiosiraceae Cerataulina pelagica

　渦鞭毛藻類　 Prorocentrum micans Prorocentrum triestinum Gymnodinium spp.

Gymnodinium mikimotoi ラフィド藻　　 Chattonella  sp.

　ミドリムシ藻 Euglenophyceae クリプト藻　　 Cryptomonadaceae

　　 　　　　月
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潮
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潮
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赤潮発生回数、日数の経年変化 

 

令和５年度の赤潮発生回数

は 23 回、日数は 103 日と、

前年度と同程度であった。

近年はおおむね15～20回、

70～90 日程度で推移してい

る。 

 

発生水域別赤潮発生回数の経年変化 

 

令和５年度は東京都内湾の

一部や東京港内の一部で

発生した赤潮が大半を占

め、内湾全体に広がる規模

の大きな赤潮の発生は無か

った。長期的には東京港内

で部分的に発生する回数が

増加傾向にあり、内湾で広く

発生する回数は減少してい

る。 

 

優占プランクトン別赤潮発生回数の経年変化 

 

優占プランクトン別発生回数

の経年変化を見ると、昭和

62 年頃から、珪藻類による

発生回数が 50％以上を占

める傾向が継続しており、令

和５年度（61％）も同様であ

った。 

 

（※用語定義等の詳細は本文中（分析編 p.22～25）に記載） 
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令和５年度の優占プランクトン 

 

代表的な赤潮優占種①：珪藻 Skeletonema costatum （発生回数：４回 発生日数：のべ 39日） 

【令和５年８月７日 お台場】  

概観色相：茶色  透明度：0.7 m  クロロフィル濃度：185 mg/m３  表層 DO：19.7 mg/Ｌ 

Skeletonema costatum 細胞数：173,000×106細胞/m3 

  

 

 

 

 

 

 

 

代表的な赤潮優占種②：珪藻 Thalassiosira spp. （発生回数：６回 発生日数：のべ 28日） 

【令和５年９月 12日 St.22】  

概観色相：茶色  透明度：0.8 m  クロロフィル濃度：216 mg/m３  表層 DO：19.7 mg/Ｌ 

Thalassiosira spp.細胞数：75,300×106細胞/m3 

  

 

 

 

 

 

 

 

代表的な赤潮優占種③：渦鞭毛藻 Prorocentrum triestinum （発生回数：２回 発生日数：のべ 17日） 

【令和５年６月 13日 St.22】  

概観色相：茶色  透明度：0.7 m  クロロフィル濃度：61.7 mg/m３  表層 DO：14.9 mg/Ｌ 

Prorocentrum triestinum 細胞数：18,700×106細胞/m3 

   

 

 

 

 

 

 

  

Thalassiosira spp. 

Skeletonema costatum 

Prorocentrum  

triestinum 

Mesodinium  

rubrum 
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◼ 主な優占種（植物プランクトン） 

写真 名称・特徴 

 Skeletonema costatum 

珪藻綱  細胞の直径 10～20μm          

 

第６、９、16、18回赤潮の優占種 

東京内湾の最も代表的なプランクトンであり、年間を通じて見

られる。レンズ状の細胞が二つの細胞の真ん中で繋がり、直

線状の群体を形成する。高水温期には、しばしば大増殖して

広範囲に赤潮を形成する。 

 Thalassiosira spp.  

珪藻綱  細胞の直径 10～20μｍ 

 

第 11、14、15、19、21、23回赤潮の優占種 

東京内湾の代表的なプランクトンの一つ。細胞が一本の糸で

鎖状に連結し群体を作る種が多い。どれもよく似た形態であ

り、種の同定には電子顕微鏡による殻面の微細構造の観察が

必要である。 

 Leptocylindrus danics 
珪藻綱  細胞の直径 6～12μm 

       

第１回赤潮の優占種 

細胞は円筒形で細長く、長い棒状の群体を形成する。温帯沿

岸に普通に見られ、東京内湾のような富栄養海域にもよく出

現する。 

 Chaetoceros spp. 

珪藻綱  細胞の直径 5～10μm 

       

第 17回赤潮の優占種 

小型なため光学顕微鏡での同定は困難である。 

（写真は位相差顕微鏡撮影画像） 

 

Cerataulina pelagica 

珪藻綱  細胞の直径 7～56μm 

       

第 10回赤潮の優占種 

細胞は長い円筒形である。細胞の両極に小隆起があり、この

部分で隣の細胞とつながって長い群体を形成する。各地の沿

岸、内湾に出現し夏季に多く見られる。 
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写真 名称・特徴 

 Prorocentrum micans 

渦鞭毛藻綱  細胞の長さ 35～70μm、幅 20～50μm 程度  

 

第３、４回赤潮の優占種 

細長い卵形で平べったく、前端に突起がある。世界各地の内

湾域や汽水域に分布し、赤潮を形成することがある。 

 Prorocentrum triestinum 

渦鞭毛藻綱  細胞の長さ 20μm、幅 10μm程度 

 

第２、５回赤潮の優占種 

温帯や熱帯の沿岸、内湾に出現し、赤潮を形成する。同属の

P.micans と形状は似ているが、長さは P.micans の半分程度

である。 

 Gymnodinium mikimotoi 

渦鞭毛藻綱  細胞の長さ 30μm、幅 20μm程度 

 

第 20回赤潮の優占種 

細胞は平たく、正面からは円形、横からは細長い楕円形に見

え、ヒラヒラと回転しながら遊泳する。西日本でたびたび赤潮

を引き起こし、魚の大量死を引き起こす有害プランクトンとし

て知られている。 

 Chattonella sp. 

ラフィド藻綱  細胞の長さ・幅 種により異なる 

 

第 22回赤潮の優占種 

細胞はやや扁平な倒卵型で、前方と後方に１本ずつ鞭毛が

伸びる。 Gymnodinium mikimotoi と同様、西日本を中心

に、夏に大規模な赤潮を形成して活性酸素により魚のへい死

をもたらす有害プランクトンとして知られる。 

 Euglenophyceae 
ミドリムシ藻綱  細胞の直径 20～200μm 

 

第 13回赤潮の優占種 

海域に出現する Euglenophyceae は長さ 20～200μm のもの

が多い。細胞の形態は球形から円筒形まで様々であるが、大

部分は紡錘形である。内湾域で赤潮を形成することがある。 
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◼ 主な優占種（動物プランクトン） 

 

 

写真 名称・特徴 

 Mesodinium rubrum 
繊毛虫綱  体長 30～50μm 

 

令和３年度に長期の赤潮の原因となった種。体は中央よりわ

ずかに上部でくびれる。くびれの後部から２種の繊毛環が生

じ、一方は前方に、一方は後方に延びる。体内に共生藻を有

し、赤潮を起こす繊毛虫として知られる。汽水域、あるいは内

湾奥部で多く出現する。 

 Oligotrichida 

繊毛虫綱  体長 20～200μm 

 

少毛目。細胞は卵円形から細長い形のものまで様々である。

殻を持たない。各地の沿岸及び内湾に多く、東京都内湾で

最も多く出現する動物プランクトンである。 

 Eutintinnus sp. 

繊毛虫綱  殻長 180～300μm 

 

有鐘目。殻は透明で、両端が開いた円筒形。多様な種が知

られるが、変異が大きく種の同定は困難である。 

 Synchaeta sp. 

輪虫綱  体長 100～300μm 前後 

 

遊泳目。淡水から汽水、海水まで様々な場所で出現する。固

定すると体が収縮し、同定が困難となる。 

 Nauplius of Copepoda 

甲殻綱  体長 70～数 100μm 

 

橈脚類のノープリウス期幼生。カニやエビ等の甲殻類が最初

に通過する基本的な浮遊幼生である。東京都内湾では通

年、頻度高く見られる。 
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東京都内湾の窒素、りん濃度 

Ｔ－Ｎの水平分布（７月、１月） 

 

Ｔ－Ｐの水平分布（７月、１月） 

７月上層 

１月下層 ７月下層 

１月上層 

７月上層 

１月下層 ７月下層 

１月上層 
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令和５年度 貧酸素水塊発生状況 

 

水温・塩分・溶存酸素（ＤＯ）の月別鉛直分布（St.35） 

 

 

St.35（水深約 25 m）における鉛直方向の水温、塩分、ＤＯの経月変化を見ると、６月には上下で塩分

濃度差が大きく混合が起きにくい成層状態となり、６月から９月まで底層ＤＯが 2.0 mg/L を下回る貧酸素

状態となった。11月には成層が解消し上下層の水が混合した循環期となって、貧酸素状態からおおむね

回復したことが分かる。 
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-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0
0 20 40

水温(℃)
塩分
DO(mg/L)



口絵10 

 

夏季の東京湾内のＤＯの挙動 

 

夏季に赤潮が長く続くことにより、上層は植物プ

ランクトンの光合成で酸素が過飽和となる。一方、

底層で有機物の分解やりんの溶出に酸素が多く

消費される上に、海水密度差が大きいこの期間は

水が上下に循環しない成層状態となり、下層では

貧酸素水塊が形成される。 

 

 

 

 

 

クロロフィル濃度とＤＯ 

 

 

St.6（水深約 12 m）において採水分析した際のクロロフィル濃度とＤＯとの関係を見ると、植物プラ

ンクトンの増殖によりクロロフィル濃度が上昇している時には上層のＤＯが高くなっている。 

一方、底層では６月から 10月までの間、ＤＯが 2.0 mg/Lを下回る貧酸素状態が続き、水深 5 m付

近まで厚い貧酸素水塊が形成されていることが分かる。 

なお、東京都ではクロロフィル濃度 50 mg/m３（グラフ内赤点線）以上を赤潮判定基準の一つとして

いる。（本文６ページ） 

東京湾内の溶存酸素の挙動（夏）

作図（公財）東京都環境公社 東京都環境科学研究所 安藤晴夫 
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１  調査の目的及び背景 

東京都では、東京都内湾の水質汚濁の状況を把握するため、水質汚濁防止法第 16 条に定める水質測定計画

に基づき、毎月１回（年 12 回）種々の項目について調査（以下「水質測定調査」という。）を実施している。 

水質測定調査の中では、夏季に頻発する赤潮の発生状況を把握するため、優占プランクトンとクロロフィルについ

ても調査を行っている。しかし、赤潮は発生してから消失するまでの期間が１日から１週間程度と短く、実態を捉える

には月１回の調査では不十分であるため、夏季におおむね週１回の頻度で内湾を観測できるよう、昭和 52 年度から

水質測定調査を補完する目的で赤潮調査を実施している。 

本報告書では、水質測定調査と赤潮調査の結果を取りまとめ、東京湾の夏季の課題である赤潮及び貧酸素水塊

の発生状況について報告する。 

 

２  調査地点 

調査地点の概要を表１に、位置を図１に示す。 

 

表１ 調査地点概要 

区分 地点名 
平均
水深
(m) 

地点位置 
水質
測定 

赤潮
調査 北緯 東経 

環
境
基
準
点 

内
湾
Ｃ
類
型 

St.5 12 35 度 36 分 59 秒 139 度 46 分 03 秒 ○  

St.6 12 35 度 36 分 50 秒 139 度 48 分 02 秒 ○ ○ 

St.11 16 35 度 35 分 48 秒 139 度 46 分 41 秒 ○ ○ 

St.23 6 35 度 34 分 21 秒 139 度 46 分 57 秒 ○ ○ 

内
湾
Ｂ
類
型 

St.8 6 35 度 36 分 50 秒 139 度 50 分 46 秒 ○ ○ 

St.22 14 35 度 34 分 49 秒 139 度 53 分 20 秒 ○ ○ 

St.25 16 35 度 33 分 35 秒 139 度 49 分 16 秒 ○ ○ 

St.35 25 35 度 30 分 30 秒 139 度 50 分 46 秒 ○ ○ 

浅海部 
お台場海浜

公園 
5 35 度 37 分 50 秒 139 度 46 分 23 秒  ○ 

広域 26 27 35 度 28 分 03 秒 139 度 51 分 10 秒 ○  

＊緯度、経度は、世界測地系による。 

  



- 4 - 

 

 

図 1 調査地点図  
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３ 調査方法 

（１） 調査日及び調査地点 

令和５年度の調査日及び調査地点は表２のとおり。 

水質測定調査は毎月１回、年間 12 回（複数日にわたるため延べ 29 日）、赤潮調査は４月～10 月の期間に計

17 回実施した。 

 

表２ 調査日及び調査地点（令和５年度） 

●：水質測定調査実施地点 ○：赤潮調査実施地点 

月日 調査種別・回 お台場 St.5 St.6 St.8 St.11 St.22 St.23 St.25 St.35 広域 26 

4/13, 14 水質測定調査１  ● ● ● ● ● ● ● ●  

4/26 赤潮調査１ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

5/9, 10 水質測定調査２  ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

5/16 赤潮調査２ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

5/31 赤潮調査３ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

6/6, 7 水質測定調査３  ● ● ● ● ● ● ● ●  

6/13 赤潮調査４ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

6/20 赤潮調査５ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

6/27 赤潮調査６ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

7/3, 4, 5, 6 水質測定調査４  ● ● ● ● ● ● ● ●  

7/11 赤潮調査７ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

7/19 赤潮調査８ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

7/25 赤潮調査９ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

8/1, 2, 9 水質測定調査５  ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

8/7 赤潮調査 10 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

8/22 赤潮調査 11 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

8/29 赤潮調査 12 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

9/12 赤潮調査 13 ○  ○ ○ ○ 中止 ○ ○ 中止  

9/13, 14 水質測定調査６  ● ● ● ● ● ● ● ●  

9/26 赤潮調査 14 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10/2 赤潮調査 15 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10/3, 4 水質測定調査７  ● ● ● ● ● ● ● ●  

10/10 赤潮調査 16 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

10/16 赤潮調査 17 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

11/8, 9 水質測定調査８  ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

12/5, 6 水質測定調査９  ● ● ● ● ● ● ● ●  

1/5, 9, 10, 17 水質測定調査 10  ● ● ● ● ● ● ● ●  

2/2, 7 水質測定調査 11  ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

3/1, 5 水質測定調査 12  ● ● ● ● ● ● ● ●  
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（２） 調査項目 

ア 現場測定 

原則として全地点で測定を実施した。測定項目及び方法等は表３のとおり 

イ 採水分析 

水質測定調査では全地点で上層を採水した。赤潮調査では、海面状況や現場測定の結果から水質の分析

が必要であると判断した地点において上層を採水した。分析項目及び方法等は表３のとおり 

ウ 赤潮発生水域など海域情報の記録 

調査地点間の移動中の航路においても、水面の変色状況、ごみの浮遊や泡立ちの状況、魚のへい死等の

海況について目視による観察を行い記録した。 

 

表３ プランクトン調査の現場測定項目及び採水分析方法 

 

 

４ 東京都内湾の赤潮判定基準 

赤潮とは、一般には「海水中で浮遊生活をしている微小な生物（主に植物プランクトン）が、突然、異常に繁殖して、

海水の色が変わる現象」の視覚的な慣習的呼称である。しかし、これでは赤潮の判定基準として明確であるとは言え

ない。そこで東京都では、表４の基準を満足する場合に赤潮と判定し、赤潮の発生状況を把握した。 

 

表４ 東京都赤潮判定基準 

  

分析方法 定量下限値 報告下限値 有効桁数 最小表示桁

天候・雲量 目視による。雲量については0～10の11段階表記とし、雲がない状態を0とする。 ― ― ― ―

気温 ガラス棒状温度計を用い、地上1.2～1.5mの日陰にて計測する。 ― ― 3 小数点以下１桁

風向・風速 風向風速計による。風向は8方向、風速は0.5m単位で計測する。 ― ― ― ―

透明度 海洋観測指針 第1部（1999） 3.2に準ずる方法 0.1m 0.1m 2 小数点以下１桁

色相※1 (財)日本色彩研究所の「日本色研色名帳」による。 ― ― ― ―

水温※2 海洋観測指針 第1部（1999） 4.3.1に準ずる方法 ― ― 3 小数点以下１桁

塩分※2 海洋観測指針 第1部（1999） 4.3.1に準ずる方法 ― ― 3 小数点以下１桁

溶存酸素量（DO）

及び同飽和度※2 隔膜電極溶存酸素計又は光学式センサ溶存酸素計により計測する。 0.01mg/L 0.5mg/L 3 小数点以下１桁

pH※3 ガラス電極pHメーターにより計測する。 ― ― 3 小数点以下１桁

COD※4 JIS K 0102 （1998） 17 0.1mg/L 0.5mg/L 2 小数点以下１桁

T-N※4 JIS K 0102 （1998） 45.4 0.05mg/L 0.5mg/L 2 小数点以下２桁

T-P※4 JIS K 0102 （1998） 46.3 0.003mg/L 0.003mg/L 2 小数点以下３桁

クロロフィル 海洋観測指針（1990） 9.6.2に準ずる方法 0.1mg/m3 0.1mg/m3 3 小数点以下１桁

優占プランクトン同定

海洋観測指針 （1999） 6.2.1.2の採水・沈殿法に準じて調整した固定試料（表層海水2L、グル

タールアルデヒド濃度1%）について植物・動物プランクトン各々の上位10種※5を同定・計数
また無固定試料について定性的な検鏡を行うとともに、固定により破壊されるものについては計数
も実施

3
植物　整数１桁

動物　小数点以下２桁（×10
6
）

プランクトン沈殿量
プランクトン5種同定用に調整した試料2Lを10mL程度に濃縮し、沈殿管に移し24時間静置、沈殿
させ計測する。 10mL/m3 10mL/m3 2 整数２桁

※1　色相は日陰水面での概観水色及び水深1m付近での透明度板水色の測定を行う。

※2　昭和46年12月28日付環境庁告示第59号付表13に準じる。水温、塩分及びDOは原則として、上層、水深2m、5m、以下下層まで5m間隔にて測定を行う。
　　　 また当局が指定した水深についても計測を行う。ただし、DO飽和度は上層のみ測定を行う。

※3　pHは上層の測定を行う。

※4　COD, T－N, T－Pは水質測定調査でのみ分析

※5　水質測定調査では上位10種、赤潮調査では上位５種を同定

分析項目

植物　1×106細胞/m3

動物　0.01×10
6
細胞/m

3

現
場
測
定

採
水
分
析

（
上
層

）

水色 茶褐色、黄褐色、濃緑色（抹茶色）などに呈色 

透明度 おおむね 1.5 m 以下であること。 

プランクトン 顕微鏡下で赤潮プランクトンが多量に存在しているのが確認できる。 

クロロフィル濃度 Lorenzen 法によるクロロフィル a とフェオ色素の合計が 50 mg/m3 以上ある。 

ただし、動物プランクトン等クロロフィルを有さないものはこの限りではない。 
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５ 調査日における赤潮発生状況 

（１） 調査日の赤潮発生状況及び赤潮発生地点における優占プランクトン 

調査回・地点別の赤潮発生状況及び優占プランクトンを表５-１及び表５-２に示す。 

令和５年度は、４月から 10 月までの計 29 回の調査のうち、17 回の調査において、いずれかの地点で赤潮が

確認された。地点別に見ると、調査日における赤潮の発生率は例年同様、湾奥の St.6（55％）やお台場（48％）

で高かったものの、発生率は例年より低かった。これは、荒天により５月及び９月の赤潮調査回数が減り、気温が

下がる 10 月中旬まで調査期間が延びたことが一因と考えられる。 

赤潮発生地点における植物プランクトンの細胞数による第一優占種は、例年同様 Skeletonema costatum や

Thalassiosira spp.を初めとする珪藻類が多かったが、令和５年度の特筆すべき点の１つとして、前年度と同様、

一部の調査日・地点において単一種のプランクトンが大増殖し、顕著な赤潮を形成していたことが挙げられる。 

6 月 27 日のお台場では第一優占種 Thalassiosiraceae の細胞数が 239,000×106 細胞/m3 と非常に多く、クロ

ロフィルは 303 mg/m3 であった。また、8 月 7 日のお台場では第一優占種 Skeletonema costatum の細胞数が

173,000×106 細胞/m3、クロロフィルは 185 mg/m3 であった。（※１） この時の細胞数は、前年度 8 月 23 日のお台

場で確認された細胞数（232,000×106 細胞/m3）とほぼ同程度であり、極めて多かったと言える。 

その他の特徴として、8 月下旬から 10 月上旬にかけて、有害プランクトンである渦鞭毛藻の Gymnodinium 

mikimotoi 及びラフィド藻の Chattonella sp.が出現したことが挙げられる。 

G. mikimotoi は 8 月 29 日の St.35 で初めて出現し、細胞数 888×106 細胞/m3 で赤潮原因種となった。

Chattonella sp.も G. mikimotoi と同日同地点で初めて出現し、9 月 13 日には St.35（細胞数 885×106 細胞/m3）

及び St.22（細胞数 805×106 細胞/m3）で赤潮原因種となった。 

なお、これらの有害プランクトンが初めて出現した 8 月 29 日の前日には、千葉県の大貫地先（富津岬の南）で

Chattonella sp.が 639×106 細胞/m3 と高密度で出現していた（※２）。千葉県では水産業保護の観点から、これら有

害プランクトン出現時の注意報発出基準細胞数を定めており、G. mikimotoi は 100×106 細胞/m3、Chattonella 

sp.は 1×106 細胞/m3 である（※３）。 

 

（※１）優占種の細胞数又は個体数、クロロフィル濃度は資料編を参照 

（※２）千葉県水産総合研究センター: 有害プランクトン警報（R5 No.1-1） 

（※３）千葉県 水産総合研究センター：有害プランクトン情報 

 

（２） 調査日の水色分布 

赤潮発生期間の調査日の水色分布を図２-１～図２-21 に示す。 
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表５-１ 調査回・地点別赤潮発生状況及び細胞数による第一優占種（植物プランクトン） 

 

月 日 調査 お台場 St.5 St.6 St.8 St.11 St.22 St.23 St.25 St.35 広域26

13, 14 水質
Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

Leptocylindrus

danicus

25 赤潮
 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

 Rhizosolenia

fragilissima

9, 10 水質
Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

16 赤潮 ― ― ― ― ― ― ― ―

31 赤潮 Chaetoceros  sp. Chaetoceros  sp. Chaetoceros  sp.
Skeletonema

costatum
― Chaetoceros  sp. ― ―

6, 7 水質
Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Prorocentrum

triestinum

Heterosigma

akashiwo

Prorocentrum

micans

Skeletonema

costatum

Prorocentrum

triestinum

Prorocentrum

micans

13 赤潮
Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum
―

Skeletonema

costatum

Prorocentrum

triestinum

Prorocentrum

triestinum

Skeletonema

costatum

Prorocentrum

triestinum

20 赤潮
Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

27 赤潮
Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

3, 4,
5, 6

水質
Thalassiosira

binata

unidentified

flagellates

Skeletonema

costatum

unidentified

flagellates

Cerataulina

pelagica

unidentified

flagellates

unidentified

flagellates

unidentified

flagellates

11 赤潮
Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.
―

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.
―

19 赤潮
Cryptomonada

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Cryptomonada

-ceae

Chaetoceros

spp.

25 赤潮
Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

-ceae

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

-ceae

Chaetoceros

spp.

1, 2, 9 水質
Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

7 赤潮
Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Thalassiosira

spp.

Skeletonema

costatum

Thalassiosira

spp.

Skeletonema

costatum

Thalassiosira

spp.
―

22 赤潮
Chaetoceros

spp.

Chaetoceros

spp.

Chaetoceros

spp.

Chaetoceros

spp.

Chaetoceros

spp.

Skeletonema

costatum

Chaetoceros

spp.

Chaetoceros

spp.

29 赤潮
Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Skeletonema

costatum

Thalassiosira

spp.

Chaetoceros

spp.

Skeletonema

costatum

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

12 赤潮
Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.

13, 14 水質
Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

26 赤潮
Thalassiosira

-ceae

Chaetoceros

spp.
― ― ― ― ― ―

2 赤潮 ―
Thalassiosira

spp.
―

Thalassiosira

spp.

Thalassiosira

spp.
―

Thalassiosira

spp.
―

3, 4 水質
Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

Thalassiosira

binata

10 赤潮
Cryptomonada

-ceae

Leptocylindrus

minimus
― ― ― ― ― ―

16 赤潮 ―
Chaetoceros

spp.
― ― ― ―

Chaetoceros

spp.
―

11 8, 9 水質
Pseudo-

nitzschia

multistriata

Pseudo-

nitzschia

multistriata

Pseudo-

nitzschia

multistriata

Pseudo-

nitzschia

multistriata

Cryptomonada-

ceae

Pseudo-

nitzschia

multistriata

Pseudo-

nitzschia

multistriata

Pseudo-

nitzschia

multistriata

Cryptomonada-

ceae

12 5, 6 水質
Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

1
5, 9,

10, 17
水質

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Distephanus

speculum

2 2, 7 水質
Euglenophy-

ceae

Euglenophy-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Euglenophy-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Euglenophy-

ceae

Skeletonema

costatum

Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

3 1, 5 水質
Cryptomonada-

ceae

Cryptomonada-

ceae

Skeletonema

costatum

Cryptomonada-

ceae

Heterocapsa

triquetra

Skeletonema

costatum

Skeletonema

costatum

Cryptomonada-

ceae

※　水質測定調査において、お台場は現場測定結果に基づき赤潮の有無のみ判定

※　赤潮調査において、定量していない地点は定性観察結果に基づく第一優占種を記載

※　「－」は植物プランクトンの細胞数が少なく、優占種を決定することができなかった地点

※　薄い網掛けは調査を実施していない地点、濃い網掛けは赤潮発生地点

10

4

5

6

7

8

9
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表５-２ 調査回・地点別赤潮発生状況及び個体数による第一優占種（動物プランクトン） 

 

月 日 調査 お台場 St.5 St.6 St.8 St.11 St.22 St.23 St.25 St.35 広域26

13, 14 水質
 Copepodite of

Acarita

Helicostomella

fusiformis

Mesodinium

rubrum

Helicostomella

fusiformis

 Copepodite of

Acarita
Oligotrichida

Helicostomella

fusiformis

Helicostomella

fusiformis

25 赤潮

9, 10 水質 Tintinnopsis  sp. Ciliata Ciliata Tintinnopsis  sp. Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida

16 赤潮

31 赤潮 Ciliata
Nauplius of

Copepoda

Nauplius of

Copepoda
Ciliata

6, 7 水質 Oligotrichida
Mesodinium

rubrum
Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida

13 赤潮
Mesodinium

rubrum
Oligotrichida

Mesodinium

rubrum

20 赤潮
Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

27 赤潮
Mesodinium

rubrum

Copepodite of

Oithona

3, 4,
5, 6

水質
Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum
Oligotrichida

Mesodinium

rubrum
Eutintinnus  sp.

Nauplius of

Copepoda

Eutintinnus  sp.

& Nauplius of

Copepoda

 Amphorella

quadrilineata

11 赤潮 Oligotrichida Oligotrichida

19 赤潮  Rhizopoda  Rhizopoda

25 赤潮  Ciliata Oligotrichida Oligotrichida

1, 2, 9 水質
Nauplius of

Copepoda
Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida Oligotrichida

Helicostomella

fusiformis

& Nauplius of

Copepoda

Helicostomella

fusiformis

Nauplius of

Copepoda

Nauplius of

Copepoda

7 赤潮
Tintinnidium

mucicola
Tintinnopsis sp. Oligotrichida

22 赤潮 Oligotrichida Hypotrichida

29 赤潮 Hypotrichida Oligotrichida

12 赤潮 Oligotrichida
Mesodinium

rubrum

13, 14 水質 Ciliata Ciliata
Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum
Oligotrichida

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

26 赤潮 Ciliata
Mesodinium

rubrum

2 赤潮 Oligotrichida

3, 4 水質 Oligotrichida Oligotrichida
Helicostomella

fusiformis
Oligotrichida Oligotrichida Tintinnopsis sp. Oligotrichida Oligotrichida

10 赤潮
Nauplius of

Copepoda
Oligotrichida

16 赤潮 Oligotrichida

11 8, 9 水質 Tintinnopsis  sp. Eutintinnus  sp. Tintinnopsis  sp. Oligotrichida Eutintinnus  sp. Tintinnopsis  sp. Eutintinnus  sp. Tintinnopsis  sp.
Nauplius larva

of Copepoda

12 5, 6 水質
Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

Tintinnidium

mucicola
Oligotrichida

Tintinnidium

mucicola

Tintinnidium

mucicola

1
5, 9,

10, 17
水質 Oligotrichida Oligotrichida

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum
Oligotrichida

Mesodinium

rubrum

Helicostomella

fusiformis

2 2, 7 水質 Tintinnopsis sp.
Mesodinium

rubrum
Oligotrichida Oligotrichida

Nauplius larva

of Copepoda
Oligotrichida Oligotrichida

Tintinnidium

mucicola
Stenosemella  sp.

3 1, 5 水質 Oligotrichida
Mesodinium

rubrum
Ciliata

Mesodinium

rubrum
Oligotrichida

Mesodinium

rubrum

Mesodinium

rubrum
Oligotrichida

内湾 お台場 St.5 St.6 St.8 St.11 St.22 St.23 St.25 St.35 広域26

29 29 12 29 29 29 29 29 29 29 4

17 14 2 16 4 12 9 13 13 7 0

59 48 17 55 14 41 31 45 45 24 0

10

調査回数

赤潮発生回数

発生率（％）

4

5

6

7

8

9



- 10 - 

 

 

図２‐１ ４月 14 日（水質測定調査１）の水色分布 

 

 

図２‐３ ６月６日（水質測定調査３）の水色分布 

 

 

図２‐２ ５月 31 日（赤潮調査３）の水色分布 

 

 

図２‐４ ６月 13 日（赤潮調査４）の水色分布 
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図２‐５ ６月 20 日（赤潮調査５）の水色分布 

 

 

図２‐７ ７月３日（水質測定調査４）の水色分布 

 

  

図２‐６ ６月 27 日（赤潮調査６）の水色分布 

 

 

図２‐８ ７月４日（水質測定調査４）の水色分布 
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図２‐９ ７月５日（水質測定調査４）の水色分布 

 

 

図２‐11 ７月 11 日（赤潮調査７）の水色分布 

 

 

図２‐10 ７月６日（水質測定調査４）の水色分布 

 

 

図２‐12 ７月 19 日（赤潮調査８）の水色分布 

 




